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「今月の言葉」
サッカーは子どもを大人にし、

大人を紳士にする
〜デットマール・クラマー〜

(日本サッカーの父)

一般診療 月 火 水 木 金 土 日

10：00-13：00 ● ● ● ● ● ●

15：00-18：30 ● ● ● ●

●9：00-12：30

2026年7月 診療カレンダー

さいとう内科・循環器クリニック通信

WEB予約

〜世界の舞台で戦う若者たち〜
7月に入りました。関東ではまだ梅雨が明けず、じめじめとした
日が続いていますが、皆さま体調を崩されていませんでしょう
か。
今、何といっても話題の中心はワールドカップではないでしょう
か。皆さまの中にも、連日熱戦に夢中になっている方が多いこ
とと思います。

実はこの原稿を書いているのは6月30日で、日本代表がラウン
ド32でブラジルに逆転負けを喫した直後です。もしこの試合に
勝っていれば、7月号は号外として特別号を発行しようかと思っ
ていたのですが、残念ながらその夢はかないませんでした。
前回のカタール大会でも、日本代表は「死のグループ」といわ
れたグループリーグでドイツとスペインを破り、1位通過という
快挙を成し遂げました。しかし、決勝トーナメント1回戦ではクロ
アチアにPK戦の末、惜しくも敗れました。
その前のロシア大会でも、決勝トーナメント1回戦で当時FIFAラ
ンキング上位のベルギーを相手に2-0とリードしながら追いつ
かれ、最後のプレーで自分たちのコーナーキックからカウン
ターを受けて失点するという、あまりにも劇的な幕切れとなりま
した。日本はこれまで、ワールドカップの決勝トーナメントで一
度も勝ち進んだことがありません。それだけ決勝トーナメントは
厳しい戦いなのだと思います。

一方で、私たちの世代は、Jリーグが始まる前の日本サッカー
も知っています。当時の日本代表を思い返すと、今のように世
界の強豪国と互角に渡り合うチームに成長したことは、本当に
信じられないような気持ちになります。
日本はこの20年ほどで、世界との差を大きく縮めてきたと思い
ます。しかし、それは日本だけではありません。他の国々も同
じように力をつけており、強豪国との差は確実に縮まってきて
います。

たとえば、かつてブラジルに7-1で勝ったことのあるドイツは、
前回大会ではグループリーグで敗退し、今回もラウンド32で敗
れました。前回大会ではモロッコやクロアチアが躍進しましたし、
優勝したアルゼンチンでさえ、グループステージ初戦ではサウ
ジアラビアに敗れています。

各国の実力が拮抗してきている理由について、本田圭佑さん
は、インターネットの普及により世界最高峰のプレーを誰でも
無料で簡単に見られるようになったことを挙げていました。たし
かに、強豪国とそれ以外の国との差は年々縮まっており、今や
ワールドカップで楽に勝てる試合はほとんどありません。

逆に日本も、少しでも油断すればグループステージで敗退したり、
そもそもワールドカップ本大会に出場できなくなったりする可能性
さえあるのです。

さて、今回の日本代表で最も進歩を感じたのは、何といってもゴー
ルキーパーの鈴木彩艶選手でしょう。これまで日本代表のゴール
キーパーは、フィールドプレーヤーと比べるとやや世界との差を感
じることもありました。しかし、今回の鈴木選手は、日本代表に大
きな安心感と勇気を与える存在だったと思います。
他にも、欧州のクラブで主力として活躍する選手たちは、技術も体
力も本当に素晴らしく、今後にも大きな期待を抱かせてくれました。
また、海外で活躍する選手たちは語学にも真剣に取り組んでいる
ようで、現地のインタビューに英語などで堂々と対応している姿を
見ると、本当に頼もしく感じます。

最近の若いスポーツ選手たちの活躍は、サッカーにとどまりませ
ん。先日、バイクの世界選手権であるMotoGPのオランダGPで、小
椋藍選手がついに初優勝を果たしました。日本人としては22年ぶ
りの快挙とのことです。
MotoGPとは、オートバイによるロードレースの最高峰で、簡単に
いえば「バイクのF1」のような存在です。私はF1のハイライトを
YouTubeなどで見ることがありますが、MotoGPはF1とはまた違っ
た魅力があります。F1マシンの差がそこまで大きくないためか、抜
きつ抜かれつのレース展開はとても見応えがあります。
20年以上前には、オートバイの世界で多くの日本人ライダーや日
本メーカーが世界の舞台で大活躍していました。その頃を思い出
し、懐かしい気持ちで見ていたところに、小椋選手の初優勝です。
現地でのインタビューでも、25歳とは思えないほど落ち着いた言動
と立ち振る舞いで、真のプロフェッショナルという印象を受けました。
サッカーでもモータースポーツでも、世界の一流の舞台で勝負して
いる人たちは、私たち凡人とは違う特別な空気をまとっているよう
に感じます。日々の努力、準備、精神力、そして本番で力を発揮
する集中力には、ただただ感心させられます。

さて、今回のワールドカップの優勝はどの国になるでしょうか。こ
れまでの戦いぶりを見ると、今回もフランスやアルゼンチンが有力
なように感じますが、意外なダークホースが勝ち上がってくること
にも期待したいところです。
決勝は7月20日とのことです。7月もしばらくは、熱い戦いを楽しめ
そうですね。

暑さと湿気で体調を崩しやすい時期です。睡眠不足や脱水に注意
しながら、無理なく夏を乗り切っていきましょう。

文責 齋藤幹

2026年8月 診療カレンダー
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